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５．長寿命化修繕計画による効果 

 修繕及び架替えに要する費用は、予防保全型と、今後50年度すべて更新をした場合を比較

して約90％のコスト縮減が見込まれます。 

 維持管理方針として更新型と予防保全型それぞれの50年間で必要となるライフサイクルコ

スト（LCC）の推移を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．点検計画期間 

 橋梁点検については、5年に1度近接目視による点検を実施し結果については、4段階で

区分することとしています。また、計画見直しについては、霧島市長寿命化修繕計画（平

成24年）より起算して10年毎とします。 

 

区 分 状   態 

Ⅰ 健全 
構造物の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措

置を講ずることが望ましい状態 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ず

べき状態 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく

高く緊急に措置を講ずべき状態 
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７．対策の優先順位の考え方 

  点検結果に基づき、効果的な維持及び修繕が図られるよう優先順位については次のとお

り対策を講じます。 

  橋梁(大型の構造物を含む)の対策は、第三者に対する安全性に著しく影響を及ぼし、緊

急的に対応が必要な損傷がある橋梁(大型の構造物を含む)を優先的に実施します。 

  早期に措置を講ずべき必要がある区分「Ⅲ」と判断した橋梁(大型の構造物を含む)につ

いては、損傷箇所数や損傷程度等を考慮し、優先的に対策を講じます。 

  

  予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態である区分「Ⅱ」と判断した橋梁

(大型の構造物を含む)については、地域性・重要性等を考慮し、優先的に対策を講じます。 
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８．新技術等の活用方針 

 橋梁の定期点検や修繕等に当たっては、費用の縮減や事業の効率化などを図るための比

較検討において必ず、新技術情報提供システム（NETIS）に登録された有用な新技術等の

活用の検討を行います。また令和10年度までに、本市が管理する651橋のうち約１割程度

の橋梁に対して、新技術等の活用を目指します。 

 1）点検 

令和３年度以降に実施する点検業務では、橋梁の種類やサイズ，評価などで分類し、

費用の縮減効果があり、新技術の活用が可能と判断される橋梁について検討します。 

（橋梁点検車・ロープアクセス→ドローン・ポールカメラ等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2）対策 

令和３年度以降に補修設計を実施する業務では、NETIS等に記載されている新技術の活

用について、従来技術との比較検討を行い、費用の縮減や作業の効率化を図ります。 

使用ドローン例 

ポールカメラ使用例 
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９．費用の縮減に関する具体的な方針 

 本計画に基づいて、劣化が顕著に表れる前に修繕を実施し、ライフサイクルコストの縮

減に取り組むとともに、新技術等を活用することで、修繕等に要する費用の縮減に取り組

みます。なお、「８．新技術等の活用方針」に記載している新技術等の活用により、約１

割程度の費用縮減を目指します。また、社会経済情勢や施設の利用状況等の変化等に応じ

た、施設の集約化・撤去についても、地元の意見等を踏まえながら検討を行い、費用の削

減を目指します。 
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